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This paper, concerning the new liberal arts curriculum instituted in 2014 and based on the results 
of a survey of students matriculating in this year of 2016 compared with a similar survey of 
students who matriculated two years before in 2014, focuses on how the new curriculum was 
designed and which courses were actually taken and discusses how students should be advised with 
regard to taking liberal arts courses. 
First, the 2016 survey revealed a pattern in which courses were chosen that had to fit into a 
crowded course schedule but that were still selected with an active interest. Still, the initial effect of 
course titles on how the courses were chosen merits further investigation. 
Second, a comparison of the surveys of 2014 and 2016 with respect to learning in the courses 
shows that positive course evaluations increased overall, so the new curriculum appears to be 
making reasonable progress. Beyond that, however, some issues have become apparent after a 
review of the original objectives of 3 course groups. 
Third, comparing the 2014 and 2016 surveys with respect to student advisement on liberal arts 
courses, students recalling the explanations of the liberal arts courses given during the overall 
orientation at matriculation increased by almost 20%, so that aspect of the results has become 
reinforced and more substantive. 
I believe that continuing surveys like this is important for accumulating data that contributes to 














報告：「教養科目」改革 3 年目の検証 
ける『基盤教育』改革の経過と検証」『リベラル・アーツ』第 9 巻、2015 年（以下、八木
他報告）において論じられているので参照願いたい。新カリキュラム施行 3 年目にあたる
2016 年、その意義と課題を確認し、今後の教養科目の充実に活かすため、全 2016 年度入
学生を対象に「基盤教育教養科目に関するアンケート」（以下、2016 教養調査）を実施し








学生で開講年次は 1～4 年とされた。各科目群の編成・実施の方針は表 1 のとおりである。 
 



















テーマ科目 2 単位以上、領域科目 2 単位以上、




テーマ科目 4 単位以上、領域科目 4 単位以上、
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表 3 各科目群の設置目的 
 領域科目 テーマ科目 プロジェクト科目 
①学問領域ごとのものの見方、 
考え方を知る 
○   
②自分の専門を相対化する ○   
③多角的にものごとを見る ○ ○  
④ある問題やテーマに対して自分なり
の論理的な考えを構築する 
 ○ ○ 
⑤日常生活と学問の関連を知る  ○ ○ 
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 大まかな傾向をつかむために「非常に影響を与えている」と「まあ影響を与えている」



























に対して 2016 教養調査は 5％ほど上がり、さらに三つの科目群の差が平準化されたが、
テーマ科目の数値が比較的高い結果は堅持された。 
 「④ある問題やテーマに対して自分なりの論理的な考えを構築する」については、プロ




「⑤日常生活と学問の関連を知る」については、2014 教養調査に対して 2016 教養調査
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図 2-3 ③多角的にものごとを見る      図 2-4 ④ある問題やテーマに対して 
                            自分なりの論理的な考えを構築する 
 
 













ており継続開講された科目のうち、履修制限が設けられたものが 6 科目ある。図 3 は一例
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覚えているかについて、尋ねた結果を示したものである。2014 教養調査と 2016 教養調査
では「覚えている」と「覚えていない」の割合が逆転し、後者では半数以上が「覚えてい
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「入学時の教養科目に関するオリエンテーション」は 3 番目で 20％弱であった。 
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図 7 教養科目の説明がいつあるとよいと思うか 
 
５．おわりに 

























































                                                  
注 
1) 2016 教養調査に加え、全 2015 年度入学生に対しても「基盤教育教養科目に関するアンケート」を実施
している（2016 年 9 月 27～10 月 18 日「外国語科目」内にて配布・回収）。別稿にて検討予定である。 
2)「平成 26 年度教養科目（現『問題論的アプローチ科目』）編成案について」平成 25 年 11 月 13 日 本部
長会議・学部長等会議資料、岩手県立大学高等教育推進センター、「平成 25 年度における基盤教育プロ
グラム改革状況について」平成 26 年 4 月 9 日 本部長会義・学部長等会義資料、岩手県立大学高等教
育推進センター、スライド 4-5 頁。 
3)  2016 年度に新設された 1 年次の必修科目である「いわて創造入門」、および後述する副専攻「いわて
創造教育プログラム」については、渡部芳栄「副専攻コア科目『いわて創造入門』実践報告‐成果と課
題‐」『リベラル・アーツ』第 11 巻、岩手県立大学高等教育推進センター、2017 年を参照。 









7) 例えば、2016 年度前期に開講された教養科目 27 科目（「いわて創造学習ⅡA」のみ開講年次は 2～4 年）
の履修者は延べ 1407 名で、そのうち 3 年生、4 年生の履修者は 200 名、全体の 14％であった。 
8) 岩手県立大学における、2017 年度から 2022 年度までの「第三期中期計画（案）」でも、全学で取り組
むべき事項の一つとして、「専門教育と連携した基盤教育の充実」があげられている。「第三期中期計画
において全学で取り組むべき事項について」平成 28 年 6 月 8 日 教育研究会議資料、岩手県立大学企
画本部、2 頁。 
9) 八木他、前掲「公立総合大学における全学共通教育改革」111 頁。 
10) 同上、112 頁。 
11) 同上、112 頁。 
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ートを行った（2016 年 7 月 28 日、学部等事務局を通して配布、8 月 31 日〆切・回収、回収率 57％）。
同アンケートの教養科目に対する意見、要望等の自由記述において、領域科目に関する履修制限の緩和
を求める提案があった。 
13) 八木他、前掲「公立総合大学における全学共通教育改革」112 頁。 
14) 岩手県立大学には学生による学生相談窓口「岩手県大学ピア・サポーター」が設置されおり、相談員
となるための研修を受け、大学から委嘱を受けた学生が活動にあたっている。前・後期の履修登録時期
には、大学生協前にブースを設け「履修相談」を実施している。『季刊 IPU アクション！』第 68 号、
岩手県立大学、2016 年、11 頁。 
15) 八木他、前掲「公立総合大学における全学共通教育改革」112 頁。 
16) 同上、112 頁。
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The Practice of Class to Form the Carrier Awareness in the Region: 






Iwate Prefectural University has begun offering a new minor “Iwate Regional Developmental 
Education Program”. Iwate Prefectural University has provided community-oriented courses in all 
of undergraduate programs, so this minor program aims to integrate these community-oriented 
elements. The minor has two new courses: “Introduction to Iwate Research” and “Actual Practice 
in Iwate Research”, and Introduction to Iwate Research is the core course of the minor. 
This report provides information about the aim, learning objectives, educational material and 
teaching methods of the Introduction to Iwate Research. The aim of the classes is to 1) understand 
Iwate Prefectural University, 2) understand Iwate Prefecture, and 3) understand students themselves 
(in order to form their career awareness). Learning objectives and educational material are currently 
decided to match these goals. Classes were taught in a large classroom that can accommodate more 
than 500 people, but active learning that utilizes group work was implemented. Based on the 
students’ opinions, it has been recognized that there are things left to be desired in the classroom 











として立ち上がり，2014 年度には宮古，大槌，釜石，西和賀，盛岡・滝沢の 5 コースが，
2015 年度には陸前高田・大船渡，久慈，二戸，矢巾・紫波，北上，洋野，葛巻，奥州の 8
コースが実施された。その 2 年間の実績を背景にしつつ，第 2 の柱を具体化した副専攻「い
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